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６
月
定
例
会
は
６
月
３
日
㈪
開
会
予
定

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
３
日
㈪
に
開
会
す
る
予
定
で
す
。
会
議
の
日
程
な
ど

は
、
開
会
予
定
日
の
約
１
週
間
前
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
請
願
・
陳
情
は
、
開
会

日
の
午
後
５
時
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
が
６
月
定
例
会
で
協
議
さ
れ
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継　
本
会
議
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中
継
し
ま
す
。

会
議
の
翌
日
（
市
の
休
日
を
除
く
）
か
ら
は
、
録
画
映
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
議
事
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

条
例（
案
）に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
「
八
千
代
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要
綱
」に
基
づ
き
、（
仮
称
）八

千
代
市
手
話
言
語
の
理
解
及
び
普
及
並
び
に
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
関
す
る
条
例（
案
）へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
意
見
を
提

出
で
き
る
人
は
、市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、市
内
に
事
務
所
か
事
業
所
が
あ
る
人
、

市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
、
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
、
当
該
事
案
に

利
害
関
係
を
有
す
る
人
で
す
。
意
見
に
対
し
て
の
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
▼
募
集
期
間　
６
月
14
日
㈮
必
着　
▼
公
表
場
所　
障
害
者
支
援
課
、
法

務
課
情
報
公
開
班
、
支
所
・
連
絡
所
、
公
民
館
、
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

▼
意
見
の
提
出
方
法
・
送
付
先　
募
集
期
間
中
に
公
表
す
る
実
施
要
項
に
記
載

 

（
障
害
者
支
援
課
）

審
議
会
・
協
議
会
の
市
民
委
員

　
い
ず
れ
も
市
内
在
住
の
成
人
で
本
市
の
審
議
会
等
の
委
員
を
５
つ
以
上

兼
ね
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。応
募
書
類
は
非
公
開
で
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
八
千
代
市
個
人
情
報
保
護
制
度
運
営
審
議
会

　
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に

答
申
し
、
そ
の
在
り
方
を
市
長
に
建
議
す
る
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
資
格　
個
人
情
報
保
護
制
度
に
関
心
を
持
ち
、
年
に
数
回
程
度
の
平

日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人　
▼
募
集
人
数　
１
人　
▼
任
期　
７
月
８

日
㈪
か
ら
２
年
間　
▼
報
酬　
会
議
１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円　
▼
応
募

方
法　
６
月
14
日
㈮
必
着
で
任
意
の
Ａ
４
用
紙
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・
主
な
職
歴
・
応
募
理
由
を
記
入
し
、「
個

人
情
報
保
護
に
つ
い
て｣

と
題
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
を
添
え
て
、

〒
２
７
６

－

８
５
０
１
市
役
所
法
務
課
情
報
公
開
班
へ
持
参
、
郵
送
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
委
員
の
公
募
」
か
ら
応
募
も
で
き
ま
す 

 

（
法
務
課
情
報
公
開
班
）

■
八
千
代
市
地
域
福
祉
計
画
及
び
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
・
推
進
協
議
会

　
八
千
代
市
地
域
福
祉
計
画
と
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
・
推
進
に
つ

い
て
、
協
議
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
▼
資
格　
年
に
３
回
程
度
の
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人　
▼
募
集

人
数　
若
干
名　
▼
任
期　
７
月
か
ら
３
年
間　
▼
報
酬　
会
議
１
回
に

つ
き
７
０
０
０
円　
▼
応
募
方
法　
６
月
14
日
㈮
必
着
で
任
意
の
Ａ
４
用

紙
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・
主
な
職
歴
・

応
募
理
由
を
記
入
し
、｢

身
近
な
地
域
で
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、私
が
考
え
る
こ
と｣

と
題
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
を
添
え
て
、

は最低単価と最高単価の差が8.75倍ありました
が、見直しすることで5.5倍に縮小しました〔表
２〕。企業などの多量使用者の負担割合が低く
なります〔グラフ２〕。
　口径13㎜の家庭では、１か月の平均使用量の
11㎥を使用した場合、１か月あたり消費税抜きで
335円値上がりに。契約件数の半数以上を占める
口径20㎜の家庭では、１か月の平均使用量の18
㎥を使用すると250円の値上がりになります。

効率的な経営を続けて
県内で低い料金を維持します
　上下水道局では効率的な経営をめざし、業務
の外部委託や、水道事業と下水道事業にまたが
る業務を集約することで、職員数を昭和51年度
の73人から平成30年度には37人まで削減しま
した。職員数を考慮すると、全国平均に比べ効
率的な経営状況になっています〔表３〕。
　浄水場などから供給した水量のうち、料金徴

収の対象になる水量である有収水量の割合を示
す有収率は、平成29年度では全国平均の89.9％
を上回る96.6％でした。100％に近いほど効率が
良いとされ、石綿セメント管を計画的に更新し
たため、水道管からの漏水を抑えられたことな
どが理由にあげられます。
　水道料金を比較するため、県内の41事業体の
うち、水道料金が安い順番に10位まで記載しま
した。料金改定後は、１か月20㎥使用した場合、
口径13㎜では県内で４番目に安く、口径20㎜で
は６番目に安い金額になります〔表４〕。改定
後も県内で低い料金を維持します。

老朽施設の更新が必要に
「拡張」から「改良」の時代へ
　昭和42年に給水を開始したとき、市の人口は
約４万人でした。当時と比べて現在の人口は５
倍近くになり、人口増加に合わせて浄・給水場
や水道管の整備を進めてきました。今では水道

管の総延長は約700㎞、給水普及率は99％を超え
ています。その一方で、老朽化が進んだ設備や
施設の耐震化などの課題に取り組むため「水道
施設再構築基本計画」と「水道管路施設耐震化
計画」を平成30年12月に策定しました。
　人口が減少傾向になる中で、水道事業は「拡
張」から「改良」の時代へと変化しています。
市では、これから50年先、100年先も安心・安
全な水道水を安定して届けていきます。

将来にわたって、安心・安全な水道水を

10月１日から水道料金を   　改定します ■水道施設再構築基本計画　現在の施設をそ
のまま維持すると、供給能力と需要のバラン
スが崩れる可能性があるため、７つの浄・給
水場を３つの浄水場に統廃合します。令和21
年度までに３つの浄水場に集約して、維持管
理費を抑制し、施設相互間のバックアップ体
制を強化していきます。
■水道管路施設耐震化計画　地震などの災害

時でも水を届けられるように、水道管の耐震
化工事を進めていきます。優先順位や費用の
平準化を考慮しながら、非耐震管を計画的に更
新し、令和42年度の管路耐震化率100％を目
標に事業を進めていきます。平成29年度の基
幹管路の耐震化率は全国平均39.3％に対し、
本市は67％でした。
◯詳しくは、市ホームページをご覧ください。

「水道施設再構築基本計画」と「水道管路施設耐震化計画」
平成30年12月に策定

●日本水道協会発行の水道料金表（平成30年12月
発行）をもとに作成。平成30年４月１日現在の
消費税込みの水道料金。ほかの事業体と比較す
るため八千代市新料金を消費税率８％で算出し
ています。

● 平成29年度実績。同規模・全国平均は平成28年度実績（同規模は給水人口15万人から30万人未満の団
体）。営業収益は水道料金や工事の検査手数料等の営業活動による収入。職員の給与の額と職員数は、営業
活動に係る職員分です。

〔表４〕県内水道料金比較表（20㎥／月）

〔表３〕職員に係る経営分析

口径13㎜ 口径20㎜
事業体 料金 事業体 料金
Ａ 2,062円 Ａ 2,581円
Ｂ 2,224円 Ｃ 2,592円
Ｃ 2,268円 Ｈ 2,710円

八千代市
(新料金) 2,376円 Ｆ 2,829円

Ｄ 2,624円 Ｄ 3,024円

Ｅ 2,640円 八千代市
(新料金) 3,045円

Ｆ 2,646円 Ｂ 3,067円
Ｇ 2,689円 Ｉ 3,132円
Ｈ 2,710円 Ｅ 3,190円
Ｉ 2,732円 Ｇ 3,262円

お問い合わせは上下水道局
給排水相談課 483-6155へ

項　目 算出方法 八千代市 同規模
平　均

全　国
平　均 説　明

職員の給与と水道
料金収入との対比

職員の給与÷水道料金収入×100
（２億3,533万円÷

29億3,074万円×100）
8.0％ 12.5％ 11.6％

水道料金収入に対する職
員の給与の割合。割合は
低いほど効率が良い。

職員1人当たりの
営業収益の額

営業収益÷職員数
（31億870万円÷27人）

１億
1,514
万円

6,766
万円

7,019
万円

職員一人当たりの売上
高。生産性を示し、金額
は高いほど良い。

パブ
コメ


